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１．研究計画の概要 
希土類元素存在度パターンは、地球惑星科学
の研究全体で広く重用される地球化学的ツ
ールの一つである。希土類元素存在度パター
ンの解析により、マグマ作用であるいは水圏
で何が起こったか？について概略の地球惑
星科学的情報を読み取る事ができる。いつ事
が起こったか？については希土類元素存在
度パターン(Sm/Nd 比)に 147Sm-143Nd 放射壊変
系を併用する事により読み取る事が可能に
なった。さらに望まれるのは、酸化・還元に
代表されるどのような環境場で起こった
か？についての情報である。セリウムは、３
価の希土類元素の中で唯一４価をとる。４価
の存在状態は地質資料の中にセリウムの存
在度異常として記録されている。セリウムの
存在度異常が生じた時は、申請者らによって
開発・発展させてきた 138La-138Ce 放射壊変系
を 147Sm-143Nd 放射壊変系と対比しながら用い
ることにより求められる。一方、ユーロピウ
ムは３価の希土類元素の中で唯一２価をと
る。２価の存在状態は、ユーロピウム異常と
して記録されている。申請者らにより開発が
進められているダブルスパイク添加表面電
離質量分析法で天然の同位体分別を精密に
測定する手法が開発されたサマリウムの同
位体分別度と２価を取り得るユーロピウム
の同位体分別度と比較する事により、いわゆ
るユーロピウム異常が生じた環境を特定す
る。この一連の同位体研究の組み合わせによ
り、希土類元素存在度パターンに見られる変
化が、1)いつ、2)どのような環境下で、3)何
が起こったかを示しているのか、を総合的に
読み取ることが可能となる。 
 

２．研究の進捗状況 
 ダブルスパイク表面電離質量分析法によ
り、Nd，Sm，Sr の安定同位体比測定法を、マ
ルチコレクターICP-MS で Eu 同位体の測定法
を完成した。日本および米国の地質調査所か
ら発行されている種々の岩石標準試料を分
析し、地球上の主な物質の同位体分別範囲を
特定した。特に同位体分別程度が大きい珪長
質岩石については、測定したデーターからそ
の同位体分別要因を検討し、学会発表を行っ
た。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 （理由） 
 理学部建物の耐震改修の為、電気炉が使え
ず、一時的に実験が遅れたが、実験は多数の
試料に対して順調に進んでいる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
実験は、ほぼ予想通りの結果が得られたので、
最終年度（4 年目）は、その解釈と、印刷公
表に力を注ぐ。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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